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意見項目 意見内容 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

超高速ブロードバンド基盤の未整備エリアにおける基盤整備

に賛成します。 

あらゆる人がいつでもどこでも自由に情報通信基盤にアクセス

できる状況を生み出し、インフラ産業、ハードウェア産業のみなら

ず、その上位レイヤーであるソフトウェア産業、サービス・プラット

フォーム産業、コンテンツ・クリエイティブ産業におけるイノベーシ

ョンを促し国際競争力のある産業を創出し、これら新産業を日本

の経済成長の牽引役とすべきである。 

また、環境整備を行うことにより未整備エリアのデジタルデバ

イドといった負の側面を逆転させ、地域教育・医療の推進、一次、

二次産業の高度化、伝統工芸、祭りや伝承などの独自文化の情

報発信などにより多様性のある豊かな社会の実現を目指すべき

である。 

 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 

 

料金が高ければ利用が進まないことは自明の理で、誰もが低

廉な料金で超高速ブロードバンドを利用できるよう、通信事業に

おける公正競争を促すよう政府はさらなる措置をとるべきであ

る。 

 

これにより、国民一人一人のデジタル技術を使いこなす能力

の向上と、日本の豊かな文化による創造力の融合を促進させ、

世界一のデジタルユーザ大国が構築される。この環境から絶え

間ない新しい挑戦と失敗によるイノベーションが生まれ、世界に

通用する経済成長のけん引役が創出されると考える。 

特に、日本のコンテンツやクリエイティブは世界でも高く評価さ

れているが大きな成功を示している例は少なく、多くのクリエータ

ーやサービス事業者が新しい挑戦を促すような環境整備も同時

に行われるべきである。 
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